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＜映画rいの号の山軌のテーマ・憲法第25粂臥【最低生活の保障、国の社会保障幾組を規定＞

憲法第25条①　すべて国民軋健康で文化的な最低限度の生活を営む権勢を君吉敷、せい

②国は、う㌍言の生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生
の向上及び増進に努めなければならない。

○健康で文化的な最低限度の生活　人間として生
きていくための最J川良の生活。単に生物的に生
きているというだけではなく、人格が保持でき
ていること。これを生存権という。

○社会福祉　社会的な弱者、例えば生活困窮者、
一人親（母子・父子）家庭などに対する保護・
治療のための施策、施設の設置のこと。

○社会保障　疾病、身体障害、老齢などによる生
活困難に対して、国家が社会的責任を負って行
う所得・サービスの保障。

○公衆衛生　社会全体の人々の健康のため、病気の予防
などをすること。伝染病の予防、飲食物取り締まり、
検疫など。

○向上及び増進「社会的弱者」が安定した生活を確保
して、人間的な生存を可能にするために、国の責務を
定めている。

（一橋出版『憲法の解説五訂版』￥525より）
■憲法9条で平和を維持し、こ確繋象で生存権を楓確保さ
‾‾れ七はじめて平和といえますム映画叫仰山軌は日本で初

めてそれを実現した岩手県沢内村を措いたものでれ
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半
世
紀
前
、
全
国
で
初
め
て
老

人
医
狩
費
を
無
料
化
し
た
岩
手
藻

沢
内
村
（
現
・
西
和
賀
町
）
の
深

沢
康
雄
村
長
の
奮
闘
を
措
い
た
映

画
「
い
の
ち
の
山
河
　
日
本
の
青

空
且
の
完
成
披
露
試
写
会
が
朋

日
、
南
相
席
市
原
町
区
の
大
正
生

ま
れ
の
映
画
館
「
朝
日
産
」
で
聞

か
れ
た
。
全
国
公
開
が
始
ま
っ
て

お
り
、
県
内
で
も
来
月
6
日
の
喜

多
方
市
を
皮
切
り
に
4
会
場
で
の

上
映
が
決
ま
っ
て
い
る
。

深
沢
村
長
は
「
豪
雪
、
貧
困
」

多
病
」
の
三
重
苦
に
あ
え
ぐ
山
お

い
の
村
で
1
9
6
0
年
6
5
歳
以

上
の
老
人
医
療
費
無
料
化
に
踏
み

切
り
、
翌
6
1
年
に
対
象
を
6
0
歳
以

上
に
引
き
下
げ
た
。
「
特
科
化
は

国
民
健
康
保
険
法
違
反
」
と
い
う

県
に
対
し
、
恵
法
2
5
条
の
生
存
権

を
盾
に
反
論
。
6
2
年
に
は
全
国
の

白
治
体
で
初
め
て
乳
児
死
亡
率
ゼ

ロ
を
達
成
し
た
。
映
画
は
村
長
が

「
生
命
尊
重
」
を
掲
げ
て
村
中
を

上
「
い
の
ち
の
山
河
」
の

写
会
に
訪
れ
た
人
た
ち

「
い
の
ち
の
山
河
」

南
相
馬
で
試
写
会

駆
け
回
る
姿
を
措
く
。

撮
っ
た
の
は
旧
小
高
町
（
現
・

南
相
馬
市
小
高
区
）
出
身
の
憲
法

学
者
・
鈴
木
安
蔵
氏
を
主
人
公
に

目
茶
国
憲
法
誕
生
の
経
緯
を
措
い

た
前
作
「
日
本
の
青
空
」
の
大
澤

豊
監
督
。
出
演
は
長
谷
川
初
範
、

と
よ
た
真
帆
、
加
藤
剛
ら
。

胃
元
の
青
空
Ⅱ
」
製
作
委
員

会
（
東
京
）
に
よ
る
と
、
3
月
6

日
の
薯
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
に

続
き
、
同
7
日
・
南
相
馬
市
の
朝

日
座
、
同
9
日
・
会
津
若
松
市
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
5
月
1
5
日

・
南
相
席
市
小
高
区
の
浮
舟
文
化

会
館
で
、
各
地
の
団
体
に
よ
っ
て

華
人
医
療
尖
無
料
化
、
張
開
し
た
村
長
措
く

2
月
1

5
日
何
句
朝
日
新
聞
』
、

写
真
は
『
福
島
民
報
』
よ
り

試
写
会
を
開
催

後
援

推
薦
団
体
を
招
き



（2010年2月6日付『朝日新聞』より）

神と国家の間画　　統治権ハ国民ヨリ発ス

映
画
監
督
大
津
豊
（
7
4
）
が
「
日
本

の
青
空
」
を
撮
ろ
う
と
思
っ
た
の

は
、
2
0
0
4
年
7
月
の
「
九
条
の

会
」
の
記
念
講
演
を
聞
き
に
い
っ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

「
小
田
実
さ
ん
、
三
木
睦
子
さ

お
お
え
け
ん
ざ
ぶ
ろ
う
　
　
　
　
′
　
い
の
う
え

ん
、
大
江
健
三
郎
さ
ん
、
井
上
ひ
さ

し
さ
ん
…
…
。
自
分
の
思
い
を
せ
つ

せ
つ
と
。
わ
れ
わ
れ
も
『
映
画
人
九

条
の
会
』
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
」

0
6
年
9
月
、
熟
藍
彗
政
権
が
で

き
て
「
憲
法
改
正
」
を
声
高
に
唱
え

始
め
た
。
「
私
た
ち
に
で
き
る
の

は
、
映
画
を
つ
く
る
こ
と
。
で
、
ほ

じ
く
り
か
え
し
て
い
た
ら
鈴
木
安
蔵

が
出
て
き
た
ん
で
す
」

－

さ

■

チ

ー

・

ス
の
ま
な
弟
子
栗
原
基
、
京
都
の
旧

制
三
高
の
英
帝
の
教
授
で
あ
る
。

鈴
木
安
蔵
っ
て
だ
れ
？
　
と
い
う
′

現
代
の
若
い
男
女
が
、
暗
い
時
代
に

民
主
主
義
を
夢
見
た
憲
法
学
者
の
苦

闘
を
探
り
当
て
、
そ
れ
が
戦
後
の
日

本
国
憲
法
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
発
見
す
る
、
そ
ん
な
映
画
が
で
き

あ
が
っ
た
。

1
9
0
4
年
、
福
島
・
小
高
町
に
鈴

木
安
蔵
は
生
ま
れ
た
。
父
は
死
に
、
■

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
母
に
育
て
ら
れ
、

安
蔵
も
教
会
に
通
う
。
相
馬
中
学
で

は
上
級
生
の
暴
力
追
放
の
「
同
盟
休

校
」
を
し
彗
2
1
年
、
仙
台
の
僧
都

㍉
■
上
告
∵
再

あ
の
ブ
ゼ
ル
先
生
の
■
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ

2
3
年
、
関
東
大
震
災
。
2
5
年
、
治

安
維
持
法
。
時
代
は
急
ぎ
足
だ
っ

た
。
安
蔵
と
借
は
「
社
会
思
想
研
究

会
」
を
つ
く
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に

傾
斜
し
て
い
く
。
相
次
い
で
京
都
大

学
に
進
学
、
・
2
6
年
1
月
、
「
京
都
学

連
」
事
件
が
起
き
た
。

「
鈴
木
安
蔵
だ
な
。
女
手
ひ
と
つ

で
帝
大
に
、
あ
い
す
ま
ん
と
思
わ
ん

の
か
、
ア
カ
に
染
ま
り
く
さ
っ
て
」

と
虜
画
百
本
の
青
空
」
の
、
警
察

の
取
り
調
べ
シ
ー
ン
。

鈴
木
は
「
国
体
と
相
容
れ
ざ
る
社

会
革
命
思
想
を
抱
懐
し
た
」
．
か
ど
で

治
安
維
持
法
違
反
の
第
1
号
、
逮
捕

さ
れ
禁
固
刑
に
な
る
。
し
か
し
青
春

の
日
々
で
あ
る
。
や
は
り
逮
押
さ
れ

た
親
友
栗
原
借
の
妹
俊
子
と
い
つ
し

か
恋
に
落
ち
結
婚
す
る
。

「
あ
れ
は
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
か
も

し
れ
な
い
。
生
ま
れ
た
の
が
私
」
と

ほ
ほ
笑
む
の
は
、
長
女
鹿
島
理
智
子

（
8
2
）
。
英
語
教
師
だ
っ
た
。
「
母
は

し
ゃ
べ
る
の
が
怖
い
と
い
う
体
験
を

し
た
の
じ
ゃ
潔
い
か
し
ら
、
口
数
少

な
か
っ
た
。
父
は
お
し
ゃ
べ
り
」

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
暖
風
は
通

り
過
ぎ
、
昭
和
の
軍
国
が
来
る
。
い

っ
た
い
国
家
っ
て
何
だ
ろ
う
。
安
蔵

は
憲
法
学
に
向
か
っ
た
。
京
大
を
退

学
、
定
職
定
収
入
な
く
図
書
館
で
勉

強
の
日
々
。
俊
子
の
父
栗
原
基
か

ら
、
プ
ゼ
ル
先
生
の
も
と
で
基
と
一

緒
だ
っ
た
「
民
本
去
声
の
提
唱
者

家
憲
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

3
3
（
昭
和
8
）
年
1
月
、
そ
し
て

3
月
5
日
に
は
病
床
で
、
安
蔵
は
2

度
作
造
に
会
っ
た
。
「
憲
法
学
の
諸

㍉
∵
主
圭
一

水
を
呑
み
な
が
ら
」
■
帯
し
て
く
れ
た

作
造
は
そ
の
1
3
日
後
、
こ
の
世
を
去

る
。
作
造
5
5
歳
、
安
蔵
2
9
歳
。
天
皇

主
権
下
の
「
民
茶
主
義
」
か
ら
「
国

民
主
権
」
の
愚
徳
に
バ
ト
ン
を
渡
し

た
瞬
間
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
キ
リ
ス
ト
者
の
祖
父
は
立
派
で

し
た
。
息
子
や
娘
は
ア
カ
に
な
っ
て

も
集
ま
っ
て
く
る
ん
で
す
か
ら
ね
」

と
理
智
子
。
そ
の
寛
容
！

立
正
大
学
数
投
の
金
子
勝
（
6
6
）

は
、
戦
後
、
よ
う
や
く
教
壇
に
立
つ

こ
と
が
で
き
た
安
蔵
の
愛
知
大
学
の

大
学
院
で
の
教
え
子
で
あ
る
。
「
私

が
松
葉
を
拾
っ
て
き
て
教
室
の
だ
る

ま
ス
ト
ー
ブ
を
た
い
て
、
先
生
を
迎

え
た
ん
で
す
よ
」
。
金
子
は
ず
っ
と

安
蔵
の
そ
ば
に
い
て
、
安
蔵
を
「
日

本
国
憲
法
の
間
接
的
起
草
者
」
と
位

置
づ
け
る
。

・
日
本
の
敗
戦
、
占
領
軍
は
戦
前
の

憲
法
の
改
正
に
動
く
。
民
間
か
ら
も

数
々
の
憲
法
草
案
が
浦
項
は
狛
妃
。

代
表
的
な
も
の
が
、
高
野
寧
二
郎
、

森
戸
辰
男
、
馬
場
憧
吾
ら
、
そ
し
て

「
憲
法
の
専
門
家
の
零
が
入
っ
て
く

れ
」
と
請
わ
れ
た
鈴
木
安
蔵
の
「
憲

法
研
究
会
」
の
草
案
で
あ
る
。

4
5
年
1

2
月
2
6
日
、
安
蔵
ら
は
、
手

書
き
の
そ
れ
を
首
相
官
邸
、
連
合
国

軍
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
に
届
け

た
。
日
本
政
府
が
「
天
皇
主
権
」
に

こ
だ
わ
り
焼
け
た
の
と
違
っ
て
、
そ

こ
に
は
「
日
茶
園
ノ
統
治
権
ハ
日
本

国
民
ヨ
リ
発
ス
」
と
、
「
国
民
主

権
」
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。

「
G
月
Q
が
『
民
主
主
義
的
で
賛

成
で
き
る
』
と
評
価
し
た
の
は
先
生

の
草
案
だ
っ
た
。
天
皇
と
金
持
ち
の

憲
法
学
か
ら
民
衆
の
憲
法
学
に
変
え

た
の
は
先
生
な
の
で
す
」
と
金
子
。

8
3
年
8
月
、
安
蔵
は
7
9
歳
で
世
を

去
る
。
貧
乏
に
耐
え
つ
つ
ロ
シ
ア
語

を
勉
強
し
た
り
、
無
産
者
保
育
所
を

営
ん
だ
り
し
た
要
俊
子
は
、
晩
年
の

病
院
の
ベ
ッ
ド
で
「
何
か
天
井
で
が

た
が
た
亭
つ
の
よ
ね
」
と
不
安
が
っ

た
。
そ
れ
は
、
何
の
音
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
（
早
野
透
）

金子勝さん


